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平平成成 2222 年年 88 月月 11 日日発発行行  

6 月 29 日（火）に夜市公民

館にて「七夕飾りをしよう」が

開催されました。 

これは母子保健推進委員の主

催で毎年開催されており、当日

は約 30 名の親子が参加し、笹 

に願い事を書いた短冊などの飾りつけをしました。 

短冊には「みんなと仲良く遊ぶ」、「イケメンになれますように」「家族がケガなく過ごせま

すように」と自分のことから家族のことまで様々な願い事が書かれていました。 

みなさんの願い事がかなうといいですね。 



                                                               

 

 

第 22 回 

 

中
村
の
河
内
さ
ま
（
河
内
社
）
の
森
に
、
ふ
た

か
か
え
も
あ
る
大
き
な
木
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
松
の
木
が
赤
く
な
る
と
、
ど
う
し
た
こ
と

か
必
ず
稲
田
に
う
ん
か
が
わ
い
て
い
た
。
だ
か
ら
、

付
近
の
人
々
は
、
松
の
緑
が
鮮
や
か
な
ら
ば
ほ
っ

と
安
堵
し
た
と
い
う
。 

 

松
の
木
の
色
で
、
う
ん
か
の
発
生
が
わ
か
る
の

で
、
河
内
さ
ま
の
森
を
「
う
ん
か
森
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。 

 

な
お
、
現
在
は
こ
の
松
の
木
も
水
害
等
で
、
折

れ
て
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

 

其
の
５
「
夜
市
の
七
不
思
議
」 

 
 

  

～ 

③ 

う
ん
か
森 

～ 

※
参
考
文
献 

「
郷
土
誌 

矢
地
か
ら
夜
市
へ
」 

中村 雅勇さん（中村） 

今
回
の
案
内
人

現在の様子 

 

 

登
山
や
山
で
の
作
業
中
に
熊 

と
の
遭
遇
を
回
避
す
る
た
め
に 

つ
け
る
熊
よ
け
鈴
（
熊
鈴
）
の 

貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
貸
し
出
し
可
能
数
は
２
個
） 

 

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合 

は
、
夜
市
支
所
ま
で
ご
連
絡
下 

さ
い
。 

※
熊
よ
け
鈴
（
熊
鈴
）
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
に
入
る
場
合
は
そ
の
他

の
対
策
（
単
独
行
動
を
し
な
い
な
ど
）
も
さ
れ
、

十
分
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

【
問
合
せ
】 

夜
市
支
所
（
℡
62-

２
７
０
７
） 

 

 

  
 

 
面積 

１１．６４ｋ㎡ 

世帯数 

１，０５７世帯（前月比：＋１） 

人口 

男 １，２６９人（前月比：△２）

女 １，３５９人（前月比：＋３）

計 ２，６２８人（前月比：＋１）

【平成 22 年 6 月末現在】

 

 

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
、
川
の
水

量
が
増
え
た
り
、
土
砂
災
害
が
起
こ
っ
た
り
す
る

危
険
性
が
増
え
て
き
ま
す
。 

 

危
険
を
感
じ
た
場
合
、
ま
た
は
、
今
後
危
険
な

状
況
が
予
想
さ
れ
、
不
安
に
感
じ
た
場
合
な
ど
は
、

早
め
に
避
難
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
夜
市
地
区
で
は
次
の
場
所
が
避
難
場
所

の
指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

〈
夜
市
地
区
指
定
避
難
場
所
〉 

・
夜
市
公
民
館 

・
夜
市
小
学
校 

男
性
料
理
教
室 

開
催
告
知 

日 
 

時 

平
成
22
年
８
月
23
日
（
月
） 

 
 

 
 

 

10
時
か
ら 

場 
 

所 

夜
市
公
民
館 

内 
 

容 

簡
単
な
夏
の
ス
タ
ミ
ナ
料
理 

参
加
費
等 

約
500
円
・
米
１
合 

申
込
期
限 

平
成
22
年
８
月
13
日
（
金
）
ま
で 

申 

込 

先 

夜
市
公
民
館
（
電
話
に
て
受
付
） 

 
 

 
 

 

℡
62-

２
７
０
７ 

夜
市
小
児
童
に
よ
る 

７
月
１
日
（
木
）
に
夜
市
小
学
校
に
て
、「
夜
市

地
区
安
全
マ
ッ
プ
」
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
夜
市
小
学
校
４
年
生
の
児
童

が
小
学
校
付
近
の
「
安
全
な
と
こ
ろ
」
と
「
危
険

な
と
こ
ろ
」
を
実
際
に
見
回
っ
て
、
子
ど
も
の
視

点
で
地
図
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

 

児
童
か
ら
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
の
ぼ
り
旗
が

設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
地
域
の
関
心
が
高
い

と
こ
ろ
」
は
安
全
な
場
所
が
多
く
、
逆
に
ゴ
ミ
が

散
乱
し
て
い
る
、
草
木
が
伸
び
て
荒
れ
て
い
る
な

ど
「
地
域
住
民
の
関
心
の
低
い
と
こ
ろ
」
は
危
険

な
場
所
が
多
い
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
で
児
童

の
通
学
路
の
危
険
箇
所 

の
見
回
り
も
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

 

 

今
後
、
こ
の
マ
ッ
プ 

を
十
分
活
用
し
、
今
ま 

で
以
上
に
安
心
で
安
全 

な
日
々
が
過
ご
せ
る
こ 

と
で
し
ょ
う
。 

 
 

西
徳
山
総
合
グ
ラ
ン
ド 

草
刈
清
掃
作
業
に
つ
い
て 

日 

時 

８
月
７
日
（
土
）
８
時
～
９
時
30
分 

 
 

 

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
し
ま
す
。 

 
 

 

※
当
日
の
中
止
の
お
知
ら
せ
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
各
自
で
ご
判
断
下
さ
い
。 

準
備
物 

草
刈
道
具
（
草
刈
機
、
鎌
等
） 

燃
料
（
混
合
油
）
は
こ
ち
ら
で
用
意
い

た
し
ま
す
。 

 
-
 

西
徳
山
総
合
グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会 

-
 

 

 

７
月
15
日
（
木
）
夜
市

公
民
館
に
て
「
ゆ
か
た
着

付
け
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

講
師
の
着
物
着
付
け
教

室
の
み
な
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
こ
れ
か
ら
到
来
す

る
「
お
祭
り
シ
ー
ズ
ン
」

に
向
け
て
、
ゆ
か
た
の
着

付
け
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影 

第２弾

 

前
回
、
大
好
評
で
し
た
「
花
づ
く
り 

講
習
会
」
の
続
編
と
し
ま
し
て
次
の
と 

お
り
第
２
回
目
の
講
習
会
を
開
催
い
た 

し
ま
す
。 

 

前
回
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
も
大
歓 

迎
で
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

日 

時 

８
月
25
日
（
水
）
９
時
～ 

 
場 
所 

夜
市
公
民
館
１
階
集
会
室 

 

参
加
費 
無
料 

 

主 

催 

花
づ
く
り
の
会 

 

内 

容 

①
秋
植
え
の
花
づ
く
り
講
習 

 
 

 
 

②
葉
ボ
タ
ン
の
育
苗
に
つ
い
て
（
実
演
）

 

そ
の
他 

前
回
の
講
習
会
で
寄
せ
植
え
を
さ
れ
た

方
は
、
講
師
の
斉
藤
さ
ん
か
ら
そ
の
後

の
育
て
方
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
等

が
あ
り
ま
す
の
で
前
回
の
鉢
を
当
日
ご

持
参
下
さ
い
。 

 

申
込
先 

夜
市
公
民
館
（
℡
62-

２
７
０
７
） 

 
 

 
 

 

 


